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　R７入園申し込み受け付けがはじまります。
　1号認定は直接若草幼稚園へ(9:00~17:00)
　2・3号認定は酒田市窓口へ　お申込み下さい。
＊パンフレットの必要な方は郵送いたします　　ので、ご連絡くださいね。




認定こども園　若草幼稚園・若草ベビールーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ぐんぐん通信NO,４，R6、９月　　



こんにちは。若草幼稚園・若草ベビールームです。先日、9/11には3回目のぴょんぴょん広場が行われました。お越しいただきました皆さん、ありがとうございました!好きな遊び、お気に入りの場所は見つかりましたか？親子の触れ合い遊びなど、お家でのお子さんとの遊びのヒントにしていただけたらいいな・・・と思っております。ぜひ、次回も遊びにいらしてくださいね。

　さて、今年度は「山形県教員研修大会酒田大会」が酒田地区で行われ、本園も公開園となり、10月には県内のたくさんの先生方が来園し、保育を見ていただいたり、本園の研究について発表させていただいたり、グループ協議などで情報交換を行う予定です。
　本園では「主体性を育む環境とは～園庭の見直しを通して遊びの深まりを考える～」をテーマに研究を進めているところです。来園してくださった、見学者の方々が「広くて自然のある園庭がとてもいい」そんな風に言ってくださることが多いのですが、「私達職員がその魅力を知り、保育に生かせているだろうか？」そんな疑問から研究が始まりました。

園庭には様々な野菜を栽培しています。種植えをして、外遊びのたびに水をあげたりして、お世話する子ども達。思い入れや関心も大きくその成長を見守り収穫を楽しみにする姿がありました。年長のR君とキュウリやトマトを収穫。それをかごに入れると、喜んで年中さん、年少さんに見せに行くのでした。それをきっかけにR君の「若草野菜係」が始まりました。登園すると「今日も野菜とれるかな」と毎日野菜をチェック。大きくなっていたら収穫する。みんなに見れるように飾ったり、「料理してください」と職員室に運んできてくれたり。わたしもR君の姿が嬉しく、R君を見るたび「R君、今日の野菜はどうだった？」「毎日野菜見てくれるのがR君のいいところだよね～」そんな会話が日常になり、ますますR君は「野菜係」に使命感を持って自ら動き出している姿が見られ、それが今も続いています。野菜の成長を見て収穫できる環境がR君の行動を引き出したのだと思います。
雨どいを使った水遊びでは、初めは砂場周辺で１，２本の雨どいで遊んでいましたが、徐々に広範囲になり、築山のスターシップから岩に渡し、もともとある地形の起伏をうまく使ってなが～くつないで水を流して遊んでいました。つい「雨どいの傾斜を作るのに道具が必要なのでは・・・？」そう思いがちだった私達職員にとってこのアイディアはびっくり！感心してしまいました。「毎日の遊びの中で、子ども達は園庭の特徴や魅力を肌で感じ、理解して、遊びに取り込んで生かしているのだ～！」と感激。こんな雨どいの使い方は本園ならではと思います。職員が子ども達の姿にたくさんの気付きをもらっています。

本園の園庭で子どもたちはどんなこと経験しているのでしょう。同じ環境にあってもそれぞれの子どもの動きが違ったり、遊びへの取り入れ方は様々。「環境が子ども達の動きを引き出している、そして引き出される姿は子どもによっても違う」この考え方をアフォーダンス理論というのだそうです。研究を進める中で改めて、「環境」の大切さを感じています。また、物的だけでなく、一番身近な人的環境である私達職員の関わりの大切さも再確認したところです。毎日、子ども達の姿に学びがたくさんあります。子ども達の主体的な遊びの深まりを目指して、学び続けていきたいと思います。
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